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加工
（第6報）

トマトに関する研究
イタリー系加エトマトの特性について※

寺田俊郎1長坂啓助（附属農場）　蜜

Tosh1ro　TERADA　and　Ke1suke　NAGASAKA

　　　　　Stud1es　on　the　Tomato　for　Manufacturmg

16）On　the　Property　of　Ita11a阯tomatoes　for　Manufactunn9

　　　　　　　　工　緒　　　　言

　1956年以未，イタリー系加エトマトについての研究を

始め，／958年イタリー系加エトマト所謂Sanmarzanoと

称せられる晶種の中に，異なった形質を持つ3つの系続

について発表したが，このイタリー系加エトマトの本邦

に於げる，栽培の起源及び晶種については明らかでな

く，井上頼数氏は，1933年日本罐詰協会の星野理事から

分与された種子，即ち（1）フィアスクーノ⑧パェナイノレ，

（2）モンタニヤ，（3）ナソマノレソアーノ，（4）平地用長短型の

4晶種が初めて栽培され，又一方北海道に於ても，最初

の種子入手経路は判然としていないが，2晶種即ち，

（1）北海道採種のイ．タリー長型，（2）イタリー丸型等があっ

た様だが，この2品種の起源も明らかでなく，数品種の

内から2品種だげを選抜して，長型，丸型と新しく命名

したのか不明のようである。とれ等の晶種が2年後の

1935年には，すでに晶種名についての混乱が起っていた

ようだが，その統一的な解決を見ることなく，今日迄20

数年を経過し，各地で多くの変遷を経て来ていると考え

られる。

　この様にイタリー系加エトマトの本邦に於ける来歴等

の調査については，多くの困難があると共に，未解決の

問題を多く残している。そこで今年はさらに一歩を進め

る目的で，本邦各地で栽培或いは保存されている，イタ

リー系加エトマトの種子を入手し，SM1，SM2，S

M3，の3系続と共に比較栽培を行い，2～3の調査を

実施し，実際栽培上の問題のみならず，より優れた加工

専用晶種の選抜及び，育種的基礎資料を得ると共に，特

にSM2とイタリーCユとの差異を明らかにすることに

より，SM2の来歴等についての検討を行なって見たの

で，其の結果を報告する。

　尚この調査を為すに当り，終始懇切な御指導を戴い

　楽　本試験の要旨は昭和ろ4年秋季園芸学会に於て発表した。

た，島根農科大学高馬教授，東北農試園芸部中川技官，

東京教育大学井上教授ラ並びに調査研究に御協力戴い

た，島根県農林部長，農政，農業改良，両課長及び農林

部関係各位に対し深甚なる謝意を表する。

　　　　　　　皿　調査材料及び方法

寸．調　査　材　料

　本調査栽培は，島根農科大学附属農場の圃場で行なっ

た。

。停試品種　イタリー系加エトマト

lll1職二蛾111㍗

イタリーC1　東北農試園芸部が数年前，福岡農試

　　　　　　　　より導入したもので保存栽培中のも

　　　　　　　　の。

米国San㎜arzano　東北農試園芸部が米国より輸

　　　　　　　　入したもの。（本文中では米国SM

　　　　　　　　と記す）

Rolma・・

2　栽　培

栽培種類

　SM　　l

　SlM　2

　RM　　3

概

イタリーCユ

米国SM
Roma

一米国で改良されたもので，東北農試

が米国から導入したもの。

要

播種

3月2日

　〃

　〃

定檀

5月9日

　〃

栽檀密度栽培本数

90c肌×45c肌 300本

350本

350本
70本

ア0本

50本

10α当り施肥量

N30Kg－p，O，22．5Kg　K．0．33．75Kg

薬剤撒布は普通栽堵の場合と同様，慣行法に準じて行

なった。

sokyu
蜜



〒100丁 島根農科大学研究報告 第8号A　（1％0）

　支柱は高さ2肌の竹，支柱で合掌式とした。

ろ．調　査　方　法

　各晶種共に出来るだげ共通な任意の個体を40本ずつ選

　定し，調査個体とした。

　／）草勢，耐脚性等については，全体的な観察により

　　比較検討した。

　2）収量調査，収穫時ごとに各個体を一個体ずつ秤量

　　言己録した。

　3）果型及び果実の内容

　　　各種類別に最も共通的な果型を選び写真撮影を行

　　ない，果実の内容調査には各種ごとに50個体を選

　　び・横断面を切断し・果肉の厚さ・子奉の数につい

　　て調査を行なった。

　4）熟果の表面色調の測定

　　　トマトの色調は，トマトの色素Carotene及び

　　LycOpeneが存在することによって生ずるのである

　　が，一般的に澄黄色種は，果肉，表皮共にCarotene

　　が，桃紅色種には，果肉にのみLycopeneが，朱紅

　　色には果肉にLycOpene，表皮にCaroteneが存在

　　しているとされていて，それぞれの晶種によって，

　　その色素の合有量を異にし，異なった色調を呈して

　　いるが，これ等トマトの色素Carotene及びLyco－

　　peneの生成は，温度に非常に関係するので，各種

　　の最盛期である8月上旬を測定白として6晶種同時

　　に測色を行なった。

　　　測色の方法　光学的な測色を行なった。日立光電

　　分光光度計を使用して，8月上旬樹上で良く熟した

　　果実を収穫し，一日貯蔵したものを測色材料とレ，

　　400mμから700㎜μ迄，各／0叫おぎに測定し，各試

　　料の分光分布図を描ぎ，次に等刺激値間隔法によっ

　　て積分を行い，3刺激値を求め，その値から計算に

　　よって，3色言己法によるx，yを求め，色度図上に

　　対応する点を打って色の3つの属性即ち，色相，明

　　度，彩度，を求めると共にC，I，E，の色度図で

　　表わした。

　　　　　　　皿調　査緒果

1）草丈及び草勢について

　〔SM1〕写真／，草勢強健，草丈2．2～2．3ητ，1株

当り着果生産個数，78ケ前後。

　〔SM2〕写真2，草勢強健，草丈2．45肌にも及び，

6種類中最も優れている。／株当り着果生産個数，100

ケ前後で，着果極めて良好である。

　〔SM3〕写真3，草勢梢々強く，8～9果房頃で，

芯止り状況となり，草丈1．53肌，1株当り着果生産個数

48ケ前後。

　　〔米国SM〕写真4，草勢，草丈，芯止り現象，着果

生産個数等すぺてSM3と同様である。

　　〔イタリーC1〕写真5，草勢，草丈共にSM1，S

M2よりも劣σ，草丈1．8附，着果生産個数もSM2よ

りも非常に劣っていて，ア8ケ前後。

　　〔Roma〕写真6，草勢弱く，芯止りし，草丈も極く

小さく95c刎前後，1株当り着果生産個数は33ケ前後であ

り，6種類中最小であった。

2）果型について

　　〔写真ア〕はSM1，SM2，SM3の果型を示すも

のであるが，これについては第4報で報告したので省略

する。．〔写真8〕は，上段からRo㎜a，イターリーCユ，

米国SMであり，ごれ等の中で果型の最も良く類似した

ものを比較すると，〔写真9〕の如く上段がSM2，下

段がイタリーCユ，〔写真10〕は上段がSM3，下段が

米国SMであり，〔写真9〕　〔写真／0〕共に果型につい

ては，これ等の区別は困難であり，非常に良く類似して

．いる。

　／個当りの立均重量SM1～45～509，SM2～イタ

リーCユろ0～359，SM3，米国SM50～559，Roma
～60～659となり，Ro㎜aが最大で，次いでSM3及び

米国SMは同型同重量であり，SM2，イタリーC1も

同様同型同重量の犬ぎさであった。

ろ）果実の内容

　　　　第／表　果実の内容

種類区分 果実の内容 子室の数
果肉の
厚　さ

S　M　　1
内壁と子室との問の
空隙がある。

2室 6．／2脇

S　M　　2
内壁と子室との間が
充実している。

〃 5．25

S　M　　3
内壁と子室との間に
空隙がある。

／！ 6．23

イタリーCユ
内壁と子室との間が
充実している。

／／ 5．23

米国S　M
内壁と子室との間に
空隙がある。

〃 6．34

Roma 同　　上 ／／ 6．18

　第1表の如く，全種類共に子室の数は2室であり，イ

タリー系加エトマトの共通点であると考えられる。

　〔写真11〕　〔写真／2〕の如くSM2及びイタリーCユ

とは，全く同一で充実しており，小果に比して果肉は比

較的Ro㎜aの如ぎ中果と大差なく厚く，他は〔写真13〕

〔写真14〕〔写真／5〕の如く殆んど果肉の厚さも大差な

く，空隙が出来ている。

4）収量調査について

　各種別各果房ごとに／個体ずつ秤量言己録し，統計処理
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を行なった結果，第2表の示す通りであった。

　　　第2表　収量調査表

・第／図　　C．I．Eの色度図

　　トマト果実の表面色

3

栽培種類区分

S　M　　／

S　lM　　2

S　M　　3
イタリーCユ

Roma
米国S　M

藩蟻麟『蟻溝
20本

〃

〃

　　　　（個）
ア8．47±7．68

104．33±4．62

48，40±4．／9

75．20±5．94

33．53±1．66

49．40±2．46

　　　　　（9）
3083，73±280．65

2794．27±／55．55

2454．40±2／4．93

2045．80±202．88

2042．53±　95．63

2265．53±4ア8．I01

0，6

　第2表に示す通り，SM／及びSM2が最も優れてい

る。SM1はSM3，イタリーCユ，Roma，米国SMよ

り収量は大であり，SM2はイタリーC1，Romaより収

量は大で，SM3はRomaより収量大であると認められ

るが・Roma・イタリーC1，米国SMの間には，5％水

準では差は認められない。SM1とSM2についても5

％水準での有意差は認められなかった。

5）熟果の表面色調について

　日立光電分光光度計を庚用し，光学的測邑を行なった

結果は，第3表に示す通りであった。

　　　　第3表　果実の表面色調

x y
 Y ~d pe 

SM 1
 

c . 528 c . 545 9 . 2c 6c6 . c 66 . 2 

SM 2
 

0.515 o . 547 8 . 76 601 . 5 65 . 1 

SM 5
 

c . 496 o . ~46 7 . 65 60i . 5 58 . 5 

~~~] S M c . 552 c . 541 9 . 55 604 . 9 75 . 4 

f~~;~~1J C o . 546 o . 548 9. 17 602 . 5 71 .2 

Roma o . 556 O . 551 1 c . 64 601 . O 69.7 

0．3

SM一

、SM2
S　M8

米国SM
イタリアc　I

．福薄2号

　　　　　　　　　　　　　（明度）（主波長）（彩度）

　色相は，米国SMが主波長（λd）604．9m．μで赤に近く，

明度（Y）9．33，彩度（Pe）73．4％であり，一番美麗であ

っ、た・他の晶種については，Ro㎜aをのぞいては極く僅

かな差で，肉眼ではほとんど差異は認められないが，

Ro皿aについては色相が主波長（λd）60／mμで他の晶種

よりも澄の方に近く，明度／0．64，彩度69．7％であり，

即ち橿色に近く，色も明るく冴えていて，他の品種が赤

穫であるに比し，それよりも色調が淡く感じられる。

　第1図は，C．I．Eの色度図であるが，この図の中の

点（7）は生食用トマト福寿2号で，桃色系のもので，ピソ

クであるのに比し，SM／，SM2，SlM3はピソクと

檀ピンクとの中間の色調であり。イタリーC1は赤榿，

Romaは澄ピソク，米国SMは赤色であった。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工
　　　　　　　　　0，3　　　　　　　　　　　　　06

　　　　　　　w考　　　　　察

　以上の調査結果牟ら，現段階でイタリー系加エトマト

を考察すると，改良種Ro㎜aの如く，育成経過の明らか

なもの以外g5晶種は全てSM／，SM2，SM5の3
区分の中に含まれ亭と考えられるので，一応次の様に分

類して見た。

　　　　第4表イタリー系加エトマトの分類

分類区分

SM／

SM12

SM3

改良種

類似種1 傭　　　　　　　考

な　　し

通称珠玉

イタリーCユ

米国S　M

Roma

果型はピーマソ型で縦侯2つの
ヒダがあり、果の先端が窪んで
いる。

（農研園芸部よりSan　marzano
と称して分与されたもの）

起源は明かでないが、福岡農試
から出たものの様で、果型は小
卵型で2つとも良く類似してい

一て区別が出未ない。

果型は長円型で先端は僅かに尖
り、SM／、SM2よりも大ぎ
い、いづれも米国に於て栽培さ
れているSan㎜arzanoで種子の
入手先も同一であり類似晶種で
なく同一のものと考えられる。

米国に於て改良されたもので果
型は大卵型で／個平均60～659
位である。

　第4表に示す分類の備考で明らかな如，SM1は偉に

類似品種なく，農研園芸部で分与されたものと，長野県

農試桔梗ケ原試験場から分与されたものとあるが，同一

のものである。
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　SM2については，現在島根県に於て栽培されている

ものであるが，これと類似晶種にイタリーCエがあり，

この両種を比較調査、した結果，果型，葉型等非常に類似

し，〔写真15〕〔写真16〕の様に両者の明瞭な区別は出

来ないが，草勢，収量の点では，遙かにSM2が優れて

いることが明らかである。SM2については，第4報で

すでに報告した如く，その種子の出所は，福岡農試であ

り，イタリーCユも同じく福岡農試であり，同一出所の

種子であるらしく，福岡農試豊前分場の内藤信隆氏は，

当時の状況について1948～／949年頃福岡農試で50晶種位

の加エトマトが栽培され，分析加工試験を行なった中に，

特に色調よく，加工歩留りのよかったイタリー（仮称）

及びサンマノレソアーノの2晶種であった様で，そのイタ

リーが鳥取や東北農試に送られた事実がある様だ，その

イタリー種が，現在通称珠玉とよぱれる即ちSM2であ

り，又東北農試に保存中のイタリーC1であると考えら

れる。然しながらこの種類のものがどうして出未たかは

明らかでないが，井上頼数氏が述べられているモンタニ

ヤ種が，他の晶種と保存栽堵中に自然交雑によってラこ

の様な変種が出未たのではなかろうか。当時のモソタニ

ヤ種の解説よりも，このSM2及びイタリーCユは，果

型が若干小型であり，果型にみぞが殆んどなく，当時の

収量ヵ耐府性よりも優れている点等が異なっていると考

察される。

　このSM2及びイタリーCユとではSM2が草勢，収

量の点で非常に優れている点については，SM2はここ

数年問山陰地方で栽培され広められ，この地方の気侯，

風土に順応した形質を，年々傭えて来たのではないかと

考えられ乱尚このSM2は，3年前より，年々優良系

統の選抜を行なって未ているが，年々収量，着果数，草

勢等の点で・優れて未ている様に思われるので，今後も

当地方で収量・耐脚性の点で最も適した優良系統を選抜

固定して行く事が必要であり，急務であると考えられ

る。

　次に・加エトマトとして最も重要な色調については，

実験結果で明らかな如く，米国SMが最も美麗であり，

色も濃く・赤色を示していたが、Romaの色は澄ピソク

であり米国SMより色が淡く，イタリーCiは赤檀，S

M／・SM2，SM3はピソクを澄ピンクの中問色調で

あったが・こ柞等を加工した場合は表皮がのぞかれ，果

実全体が混合される結果，大ぎな差異は認められない。

（本誌トマト加工製晶の色調に関する研究）

　収量については，第2表の統計処理の結果で明らかな

如く，SM／，SM2が最も優れているが，SM／，S

M2との間には差は認められなかった着果個数の点で

は，SM2が1株当り平均104．33±4．62で最も優れてい
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たので，今後SM2をさらに収量を高めるためには，1

個当りの平均重量30～359のホ果を少なくともRomaの

如く，60～659程度迄持って行くべぎであると考察され

る。以上で，現在本邦に於て栽培されているイタリー系

加エトマトについての総括的な考察を行なったのである

が，さらに今後の問題として，イタリーより加エトマト

数晶種を輸入し，現在栽培中のものと比較検討するとと

もに，それぞれの特性を生かした加工用トマト晶種の

Fi等の育成も急務であると考えられる。

　　　　　　　V摘　　　　要

　／956年以来，イタリー系加エトマトについての研究を

行い，SM／，SM2，SM3の3系続について発表し
たが，さらに本邦各地で栽培或は保存されている。イタ

リーCコ，米国San皿arzan0及ぴ改良種であるRoma3

晶種を導入しづSM／，SM2，SM3と共に栽堤調査
を行った。

　／）現在本邦に於て栽培されている，イタリー系加エ

トマトはヲSM／，SM2，SM3と改良種の4つに分
類される。即ち（1）SM／，（2）SM2とイタリーCi，（3）

SM3と米国San　marzano，（4）改良種R0㎜a

　2）収量SM1及びSM2の収量が最も優れてい

る。Roma，イタリーCコ，米国SMの問には5％水準

での差は認められなかった。

　3）果実の色調　生食用の福寿2号は桃色系で，ピン

クであるのに比し，イタリー系加エトマトは次の様な色

調であった。SM／，SM2，SM3は澄ピソクとピン

クの中問色調。Romaは橿ピンク，イタリーC］は赤澄

色，米国San　m－arzanoは赤色。

　4）　SM2とイタ・リーCコとの比較

　果型，葉型共に非常に良く類似し，種子の起源も同一

の様であるが，収量，草勢，草丈，着果生産個数共にS

M2が優れていた。これはSM2が数年来当地方で栽培

され，年々選抜された結果，当地方に適応性のある品種

が出来たものと考えられる。
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Summary 

1 . The properties of six strains in Italian-

tomatoes such as SM1, SM2, SM5, "Italian-

C1", American "San marzano" and "Roma" 

Acocrding to results were investigated. 

these strains may be devided into four 

groups as follows. 

(1) SM 1 

(2) SM 2 (Italian C1) 

(3) SM 5 (American San marzano) 

(4) Roma (A select breed) 

2 . In yield SM I and SM 2 were excellent 

compared with others. and could not find 

singnificant difference between "Roma" , 

"Italian C1" and American "San marzano" 

at 5 ~ Ievel. 

5 . Colour of fruits was measured by phtoe-

lectric spectrophotometer. In substance 

there was little difference and almost of 

them were redish orange. But "Roma" and 

"Italian C1" were slightly yellow than 

others. 

4 SM 2 was qurte smilar to "Italian C1" 

in (shape of fruit and leaf), and the origin 

was seemed to be the same. Though in 

points of growth and yield SM 2 was 
superior to "Italian C1"･ It is assumed to 

be ,natural because SM 2 had been cultured 

for several years in Shimane and had been 

selecte,d as to be acceptable for in this 

distrct year by year 
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